
 

  

 1995 年から 2021 年までの賃金と消費者物価の変化を見ると、各国と

も物価が上昇していますが、日本以外の国は賃金の上昇率が上回っています。

日本は 30 年近くも賃金が上がらず横ばいとなっています。 

【賃金と消費者物価の変化（1995 年→2021 年】※OECD、ニッセイ基礎研究所、東京新聞 11 月 18 日記事参考に作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 円安などの影響で物価は上がり続けています。このまま賃金が横ばいであれば労働者の生

活も成り立たなくなり、さらなる日本経済の落ち込みに繋がります。経団連の十倉雅和会長

が経団連の会員企業への賃上げ要請を「（賃金を底上げする）ベアを中心に」と発言するなど、

経営側や政府も 23 春闘での賃上げの必要性を感じているようです。しかし、それでも他国

に比べると日本は賃金が上がっていないのです。いま賃上げ実現に必要なものは組織力です。 
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韓国 米国 英国 ドイツ 日本

賃金

物価

賃金：3.02 倍 

物価：1.97 倍 

賃金：0.97 倍 

物価：1.04 倍 
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